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継続的ボルダリング体験が自己効力感に及ぼす影響

濱　谷　弘　志

北海道教育大学岩見沢校　自然体験活動研究室

The�Effect�of�the�Continuous�Bouldering�Experience�on�General�Self-Efficacy�（GSE）

HAMATANI�Hiroshi

Department�of�Nature�Experience�Activity,�Iwamizawa�Campus,�Hokkaido�University�of�Education

概　要

Bouldering�is�one�of�the�style�of�sport�climbing�and�it�is�more�popular�than�before�all�over�
Japan�now.�The�purpose�of�this�study�was�to�examine�the�effect�of�bouldering�experience�on�
General�Self-Efficacy�(GSE).�The�subjects�in�this�study�involved�29�freshman�of�Hokkaido�
University�of�Education�Iwamizawa�(HUEI)�who�registered�the�class�“Physical�Education�
(PE)�I”�in�2017�and�2018.�It�also�involved�19�male�and�female�who�participated�bouldering�
class�run�by�HUEI�and�Shinko�Iwamizawa�as�a�regional�alliance�activity.�The�data�were�
collected�before�and�after�the�bouldering�experience�five�times�using�General�Self-Efficacy�
(GSE)�scale�developed�by�Narita�et�al.�The�results�show�as� follows.�1)�The�participants�
showed�significantly�increase�in�GSE�scores�between�before�and�after�the�first�experience.�
2)�The�participants�of�PE�class�showed�increase�in�GSE�scores�between�before�and�after�the�
first�and�the�third�experience.�3)�There�was�no�difference�in�the�effect�between�male�and�
female�all�times.

1．背　景

2021年に延期された第32回オリンピック競技大
会（以降東京オリンピック2020）では，新競技と
して空手，スケートボード，スポーツクライミン
グ，サーフィンの4競技が採用された。どの競技
も若者に人気があり，追加競技として採用された
ものであるが，特にスポーツクライミングは日本
国内での競技人口が爆発的に増加している。

目次1)によると，本来クライミングは登山のた
めの手段として自然の岩を登るロッククライミン
グが起源であったが，登山活動から独立し岩を登
る事自体を目的としたフリークライミングとして
行われるようになったとされている。その後，自
然の岩から人工的に作られた人工壁を登るスポー
ツクライミングが主流となり，生涯スポーツとし
て民間のジム，国体山岳競技の普及とともに都道
府県や市町村などの体育館といった公共施設，授
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業として行われる大学などの施設など，現在は日
本各地に施設が整い気軽に行うことができるほど
の環境となった。スポーツクライミングを大きく
分けると，高さがあり安全確保のためにロープを
利用するルートクライミングと比較的低い壁を
ロープ無しで登るボルダリングの2つに分けられ
ている。
「過去1年以内に1回以上クライミングを行っ
たことのある人口」調査2)では，2014年には約50
万人，2018年には70万人に迫るとも言われてい
る。東京オリンピック2020では，ボルダリング，
リード，スピードの3種目による総合成績で争わ
れることとなっているが，その中でも日本全国の
ジムで最も行われているのがボルダリングであ
る。その定義については様々あるが，「ボルダリ
ングとは，4～5メートルほどの高さまでのクラ
イミングウォールを，ロープを使わずに登るクラ
イミングのスタイル。ボルダリングでは，クライ
ミングウォールに取り付けられた突起物（ホール
ド，ボリューム）を手がかり足がかりとして，時
にはその壁を使用しながら，指定されたスタート
ホールドからゴールのホールドまで登っていきま
す。」2)というのが一般的である。
クライミングは単なるスポーツとしてだけでは
なく，自己成長の場となる教育的手段としても活
用されてきた。1941年イギリスで創設された世界
的な冒険教育機関であるOutward�Bound（アウ
トワード・バウンド）では，青少年に自己の可能
性を発見させる機会として，自然の中でのロック
クライミングを活動として取り入れてきた3)。岩
を登る過程では，簡単には登ることができない困
難な場面で精神的な葛藤が起き，そのことで自己
を見つめる機会となる。また，弱い気持ちを乗り
越え，達成意欲が高まりゴールに到達することで
達成感や自信などを身につけ，何事にも立ち向
かっていく強い気持ちを学ぶことなど人間として
成長するための学習を机上ではなく直接体験から
学ぶことができる。それではクライミングはどの
ような効果をもたらすのであろうか。
クライミングに関する先行研究として，佐藤4)

のフロー経験に関する研究，徳山5)や渡邊ほか6)

は体育授業としてのクライミングの効果などにつ
いての研究を行っている。東山7)は大学体育授業
として行ったボルダリングによる成果と課題につ
いて報告し，高梨ほか8)はクライミングによる視
覚障害学生の自己効力感に関する研究を行ってい
る。前述したOutward�Bound�がクライミングを
教育手法として行っているのも活動特性として自
己効力感が得やすい点にあると考えられる。自己
効力感とはBanduraによると，「ある具体的な状
況において適切な行動を成し遂げられるという予
期，および確信」のこととされ，「遂行行動の達成」
「代理経験」「言語的説得」「情動的喚起」という
4つの要因によりもたらされている9)。そこで本
研究では生涯スポーツとして人気を集めているボ
ルダリングについて，その教育効果の可能性を探
るため，体験により自己効力感がどのような影響
を受けるのか調査することとした。

2．方　法

調査対象者は，北海道教育大学岩見沢校芸術・
スポーツ文化学科教養科目「体育Ⅰ」を2017年度
および2018年度に履修した1年生のうち，クライ
ミングを選択した学生および，大学の地域連携活
動として開催した岩見沢市「えみふる」での「親
子＆中高生大人のためのボルダリング教室」に
2018年に参加した受講生とした。
①　授業「体育Ⅰ」の概要
前期週1回で全15回の授業であり，授業時間は
各回90分。前半は岩見沢校体育館でのボルダリン
グ，後半は屋外クライミングウォールでのロープ
を使ったクライミングおよび安全確保を行った。
本研究ではボルダリングを行った回を研究対象と
した。1回目は基本的な諸注意を説明した後，難
易度が低いボルダリング体験，2回目以降は予め
ボルダリングウォールに設定されたグレード（難
易度）の低いルートから挑戦し，達成できた者は
次に1ランク難しいグレードのルートに挑戦し
た。グレードは全部で5段階設定されていた。
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②　�「親子＆中高生大人のためのボルダリング教
室」の概要

岩見沢市民向けに開催されているボルダリング
教室であり，地域連携活動として岩見沢校学生が
指導，運営協力を行っている。各回90分で「体育
Ⅰ」授業同様，1回目は基本的な諸注意を説明し
た後，予めクライミングウォールに設定されたグ
レードの低いルートから挑戦し，達成できた者は

次に1ランク難しいグレードのルートに挑戦し
た。グレードは全部で5段階設定されていた。
本研究では井原ほか10)が冒険教育プログラム

の調査に使用した特性的自己効力感尺度GSE（成
田ほか11)）を用いて質問紙調査を行った。この
尺度は一因子23項目の質問で構成されており，回
答方法は「そう思う」「まあそう思う」「どちらと
もいえない」「あまりそう思わない」「そう思わな

図1　授業「体育I」の様子

図2　地域連携活動「親子＆中高生大人のためのボルダリング教室」の様子



488

濱　谷　弘　志

い」の5件法とした。回答はボルダリング体験の
前後で求めた。
分析方法については得られた回答項目ごとに得
点化（5点～1点，逆転項目については1点～5
点）し，合計得点を用いて各回でボルダリング体
験前（プレ），体験後（ポスト）の比較を行った。
また，継続しての効果を調べるため，1回目から
5回目まで各回で比較を行った。さらに性別など
の属性により2要因分散分析を行った。
統計処理についてはjs-STAR�version�1.0.5jを

用いた。

3．結果および考察

「体育Ⅰ」授業履修者29名（2017年14名，2018
年15名），ボルダリング教室19名の計48名より回答
が得られた。性別および年齢について表1に示す。
そのうち，5回継続した被験者は28名であった。

各回での自己効力感の変化を測るため，体験前
後で1要因分散分析を行った。合計得点の平均と
標準偏差を表2に示す。分析の結果，1回目では
ボルダリング体験前後で有意な向上が見られた
が，それ以降の回での向上は見られなかった。

次に，体育Ⅰ受講学生のみ各回での自己効力感
の変化を測るため，体験前後で1要因分散分析を
行った。合計得点の平均と標準偏差を表3に示す。

分析の結果，1回目と3回目においてボルダリ
ング体験前後で有意な向上が見られた。また，2
回目のボルダリング体験前後では有意傾向が見ら
れた。4回目と5回目については向上が見られな
かった。このことから，「体育Ⅰ」でのボルダリ
ング体験では，体験した回により自己効力感への
影響が見られたと考えられる。
さらに，男女で差が見られるのかを明らかにす
るため，合計得点を性別，調査時期を要因とした
2要因分散分析を行った。男女別の人数及び調査
時期における平均と標準偏差を表4に示す。

分析の結果，すべての回において男女間に有意
な差は見られなかった。このことから，性別によ
る影響の差は無いと考えられる。
ボルダリング体験1回目で自己効力感が向上し
た要因として，初回では難易度が易しくほとんど
の者が登りきることができたことが大きいと考え
られる。また，ほとんどの者が人工壁を登るのが
初めての挑戦であった。登る前にはできるかどう

表1　ボルダリング体験者の性別および年齢

表2　ボルダリング体験各回での平均と標準偏差

表3　ボルダリング体験（体育Ⅰ）各回での平均と
標準偏差　　　　　　　　　　　　　　　

表4　性別×ボルダリング体験前後各回での平均と
標準偏差　　　　　　　　　　　　　　　
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か不安であり，壁を登ることが難しそうな印象を
持っていたものの，実際に登ってみるとゴールに
到達できたという体験もその一つと考えられる。
自己効力感の4つの要因の一つである「遂行行動
の達成」が起きていたと言える。また自分が登る
時間以外で体験者は他の体験者が登っている様子
を見ながら順番待ちをしていた。その際，どのよ
うに登れば成功するのか自身に重ね合わせてイ
メージを共有する時間が多くあった。そして，ゴー
ルに到達する者の姿を見ることで，自分自身に置
き換えて挑戦することに繋がっていたと考えられ
る。その時起きていたのは4つの要因の一つであ
る「代理経験」であったと考えられる。さらに，
ボルダリング体験中，他の者が登っている時には
応援したり，自分が挑戦しているときには応援の
声がかかったりと達成に向けてお互いに励ます姿
が多く見られた。これは4つの要因の一つである
「言語的説得」が起きていたと言える。これらの
ことが起きていたことにより，自己効力感向上に
繋がりやすい環境が生まれていたことが考えられ
る。
しかしながら，2回目以降のボルダリング体験
については，全体験者における自己効力感の向上
は見られなかった。「体育Ⅰ」授業参加学生につ
いては，2回目は向上傾向，3回目では向上が見
られたものの4回目以降は向上が見られなかっ
た。その要因として，あくまで推測であるが，1
回目は比較的達成可能なグレードでの体験であっ
たが，2回目以降グレードが上がるにつれ，難易
度があがり，簡単にはゴールに到達できなくなっ
ていた。悪戦苦闘しながらなんとかゴールに到達
できた者とルート途中で葛藤しながらも結果的に
ゴールに到達できずに終わった者が多く現れ，「遂
行行動の達成」が起きにくい状況が見られた。「体
育1」授業については，3回目の体験までは，多
数の学生がゴールに到達できたものの，4回目以
降は，ほとんどの学生にとってゴールに到達する
のがかなり難しいルートに挑戦していたことが考
えられる。そのため，ほとんどの者にとって「遂
行行動の達成」が生まれなかったと考えられる。

男女間で自己効力感の差が見られなかった点に
ついて，ボルダリングは他のスポーツに比べ，男
性が女性より有利であるスポーツとは言えない点
が考えられる。ボルダリングを含むクライミング
に必要な能力として，筋力，柔軟性，瞬発力，バ
ランスなどが挙げられる。一般的に男性は女性に
比べ筋力は勝るが，柔軟性は男性より女性が勝る
こともある。また，自分の体重を手と足で支え，
壁から落ちずに重力に逆らいながら登るために
は，体重が重いより軽い方が圧倒的に有利である。
したがって，筋力があっても体重が重い男性と筋
力はあまり無いが体重の軽い女性では，どちらが
有利であるかは一概には言えない。そこに，瞬発
力やバランス感覚など複雑な要素が加わるため，
男女によりどちらが有利であるかは極めて判断す
ることが難しい。そのようなことから，今回の結
果のように差が見られなかったと考えられる。

4．まとめ

本研究は継続的なボルダリング体験により自己
効力感にどのような影響がもたらされるか明らか
にするため，特性的自己効力感尺度を用いて質問
紙調査を行った。その結果，以下のようなことが
明らかとなった。
①　�ボルダリング体験1回目では，比較的難易度
が低いグレードでの達成経験により自己効力
感が向上しやすい。

②　�体験を重ね，達成が難しい難易度となった場
合，ゴールに到達できないままで終わると自
己効力感の向上は見られない。

③　�男女間において自己効力感の影響差は見られ
ない。

5．今後の課題

今回の調査では，ボルダリング体験中における
達成経験の有無や個人の難易度，挑戦レベルなど
自己効力感との関係性を測るための細かなデータ
については収集することができなかった。そのた
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図3　調査用紙（特性的自己効力感尺度）
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め，あくまで今回の調査内容での結果を踏まえて
の結論である。また，限定された対象者であった
ため，より多くの人を対象とした調査を行うこと
も必要である。
現在，生涯スポーツとして多くの人に広がりを
見せているボルダリングであるが，今後より多く
の人々がボルダリングを体験することでいかに有
益なものになるか，今後も調査研究を継続してそ
の効果を明らかにすることで貢献していきたいと
考える。
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